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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第53期

第３四半期連結
累計期間

第54期
第３四半期連結

累計期間
第53期

会計期間
自平成25年３月１日
至平成25年11月30日

自平成26年３月１日
至平成26年11月30日

自平成25年３月１日
至平成26年２月28日

売上高 （千円） 32,066,731 33,785,219 42,185,415

経常利益 （千円） 3,383,460 3,229,853 4,171,288

四半期（当期）純利益 （千円） 1,933,902 1,860,012 2,350,957

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 2,200,368 2,188,252 2,564,715

純資産額 （千円） 23,368,006 25,528,226 23,732,353

総資産額 （千円） 39,129,717 42,333,531 40,212,271

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 103.57 99.62 125.90

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 59.7 60.3 59.0

 

回次
第53期

第３四半期連結
会計期間

第54期
第３四半期連結

会計期間

 会計期間
自平成25年９月１日
至平成25年11月30日

自平成26年９月１日
至平成26年11月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 36.64 32.11

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

   　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　(1)業績の概況

　　当第３四半期連結累計期間における我が国の経済は、政府による経済・財政政策を背景に大手製造業を中心に企

業収益の改善が進みましたが、消費税増税や円安に伴う物価高等の影響等により、景気は先行き不透明な状況で推

移いたしました。

　　当社グループを取り巻く外食・中食産業、および製パン業界におきましても、一部に消費マインドの改善が進み

ましたが日常における節約志向は根強く、人手不足や材料の値上がり等もあり、厳しい経営環境が続いておりま

す。

　　このような状況の中、当社グループは将来に渡る安定拡大を目指し、自社製品をベースとした売上増大を経営の

最重要課題とし、各種の販促活動およびメンテナンスサービス体制の強化、並びに新製品開発等を継続して推進

し、既存顧客の維持および新規顧客の開拓に取り組んでまいりました。

　　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は337億85百万円（前年同期比5.4％増）、営業利益は29億73百

万円（同6.0％減）、経常利益は32億29百万円（同4.5％減）、四半期純利益は18億60百万円（同3.8％減）となり

ました。

　　セグメントの業績は次のとおりであります。

 

　　　①業務用厨房部門「業務用厨房機器製造販売業」

　　　　　主たる事業の業務用厨房部門では、全国のあらゆる業種業態のお客様に対し、豊富な自社オリジナル製品

をベースとして、ご提案営業や販促キャンペーン、イベント活動等の各種販促活動に取り組んでまいりまし

た。お客様の安心安全と顧客満足度の向上を目的とした無料点検活動や保守契約等メンテナンスサービス体

制の強化につきましても、業績の向上につながるものとして継続しております。

　　　　　以上の結果、当社が取り組み強化中である集団給食の福祉・老健施設、病院等への販売が好調に推移した

こと、および外食チェーンの出店を取り込むことができたこと等により、売上高は317億81百万円（前年同

期比5.7％増）となりました。営業利益については、競合による荒利の低下や原材料・部品の値上がり等に

より32億37百万円（同5.5％減）となりました。

　　　②ベーカリー部門「ベーカリー機器製造販売業」

　　　　　ベーカリー部門では、従来顧客である国内製パンメーカーはもとより、販売先の拡大を目的として、製パ

ン以外の各種食品メーカーや、主に東南アジア地域の海外製パンメーカーに対する積極的な訪問活動を推進

してまいりました。以上の結果、売上高は16億18百万円（前年同期比1.4％増）となりました。利益につい

ては競合に伴う荒利の低下やサービス売上の計画未達等により営業損失14百万円（前年同期は営業損失11百

万円）となりました。

　　　③ビル賃貸部門「ビル賃貸業」

　　　　　５物件を有する土地と資金の有効活用を目的としたビル賃貸部門の業績は計画通り推移し、売上高は４億

43百万円（前年同期比0.2％増）、営業利益は２億92百万円（同1.9％増）となりました。

 

　(2)財政状態

　　当第３四半期連結会計期間末の総資産残高は、前連結会計年度末に比べ21億21百万円増加の423億33百万円とな

りました。

　　資産の部は、四半期純利益の内部留保により現金及び預金が20億91百万円増加したこと等により21億21百万円増

加しました。

　　負債の部は、法人税等の予定納税額の支払に伴い未払法人税等が減少した一方で、売上高の増加に伴い仕入高が

増加したことによる支払手形及び買掛金の増加等により、前連結会計年度末に比べ３億25百万円増加の168億５百

万円となりました。

　　純資産の部は、四半期純利益の計上により利益剰余金が増加したこと等で、前連結会計年度末に比べ17億95百万

円増加し255億28百万円となりました。
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　(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

　(4)研究開発活動

　　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は３億14百万円であります。

　　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 65,000,000

計 65,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成26年11月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年１月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 19,780,000 19,780,000
㈱東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

1,000株

計 19,780,000 19,780,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年９月１日～
平成26年11月30日

－ 19,780,000 － 3,164,950 － 2,494,610

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成26年８月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

平成26年11月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,108,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式18,662,000 18,662 －

単元未満株式 普通株式　　10,000 － －

発行済株式総数 19,780,000 － －

総株主の議決権 － 18,662 －

 

②【自己株式等】

平成26年11月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社マルゼン
東京都台東区根岸

２丁目19-18
1,108,000 － 1,108,000 5.60

計 － 1,108,000 － 1,108,000 5.60

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成26年９月１日から平

成26年11月30日まで）および第３四半期連結累計期間（平成26年３月１日から平成26年11月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年２月28日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年11月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 11,867,479 13,958,751

受取手形及び売掛金 7,991,444 ※１ 8,460,253

商品及び製品 2,350,685 1,781,058

仕掛品 252,286 363,115

原材料及び貯蔵品 785,741 868,998

その他 580,062 511,466

貸倒引当金 △5,164 △6,570

流動資産合計 23,822,534 25,937,072

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 15,083,850 15,087,688

減価償却累計額 △8,396,792 △8,669,211

建物及び構築物（純額） 6,687,058 6,418,477

土地 6,839,741 6,839,741

その他 6,569,406 6,703,169

減価償却累計額 △5,465,914 △5,681,652

その他（純額） 1,103,491 1,021,517

有形固定資産合計 14,630,291 14,279,736

無形固定資産 40,794 36,520

投資その他の資産 ※２ 1,718,650 ※２ 2,080,201

固定資産合計 16,389,736 16,396,458

資産合計 40,212,271 42,333,531
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年２月28日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年11月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 9,225,068 ※１ 9,830,245

短期借入金 1,800,000 1,500,000

未払法人税等 964,794 454,541

賞与引当金 577,000 289,000

役員賞与引当金 46,952 36,825

その他 1,613,774 ※１ 2,427,066

流動負債合計 14,227,589 14,537,678

固定負債   

退職給付引当金 1,363,423 1,456,837

役員退職慰労引当金 232,500 245,900

その他 656,405 564,889

固定負債合計 2,252,328 2,267,626

負債合計 16,479,917 16,805,305

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,164,950 3,164,950

資本剰余金 2,494,610 2,494,610

利益剰余金 22,797,708 24,265,611

自己株式 △596,870 △597,139

株主資本合計 27,860,398 29,328,032

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 456,482 784,721

土地再評価差額金 △4,584,527 △4,584,527

その他の包括利益累計額合計 △4,128,045 △3,799,805

純資産合計 23,732,353 25,528,226

負債純資産合計 40,212,271 42,333,531
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年３月１日
　至　平成25年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年３月１日
　至　平成26年11月30日)

売上高 32,066,731 33,785,219

売上原価 21,968,190 23,621,127

売上総利益 10,098,541 10,164,091

販売費及び一般管理費 6,933,455 7,190,338

営業利益 3,165,085 2,973,752

営業外収益   

受取利息 6,643 6,194

固定資産賃貸料 20,849 22,763

仕入割引 85,246 92,556

作業くず売却収入 82,977 95,936

その他 36,170 48,746

営業外収益合計 231,887 266,197

営業外費用   

支払利息 8,137 6,563

売上割引 5,348 3,084

その他 27 448

営業外費用合計 13,513 10,096

経常利益 3,383,460 3,229,853

特別利益   

固定資産売却益 7,922 3,503

特別利益合計 7,922 3,503

特別損失   

固定資産売却損 11 －

固定資産除却損 554 356

特別損失合計 565 356

税金等調整前四半期純利益 3,390,817 3,233,001

法人税、住民税及び事業税 1,370,029 1,291,759

法人税等調整額 86,885 81,229

法人税等合計 1,456,914 1,372,988

少数株主損益調整前四半期純利益 1,933,902 1,860,012

四半期純利益 1,933,902 1,860,012
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年３月１日
　至　平成25年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年３月１日
　至　平成26年11月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,933,902 1,860,012

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 266,465 328,239

その他の包括利益合計 266,465 328,239

四半期包括利益 2,200,368 2,188,252

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,200,368 2,188,252

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

　該当事項はありません。

 

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

　該当事項はありません。

 

（会計上の見積りの変更）

　該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　該当事項はありません。

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日で

したが、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額

は、次のとおりであります。
 

 
前連結会計年度

（平成26年２月28日）
当第３四半期連結会計期間
（平成26年11月30日）

受取手形 －千円 218,445千円

支払手形 － 1,631,426

設備関係支払手形 － 14,413

　なお、設備関係支払手形は、流動負債の「その他」に含まれております。

 

※２　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

（平成26年２月28日）
当第３四半期連結会計期間
（平成26年11月30日）

投資その他の資産 △38,802千円 △38,292千円

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連

結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成25年３月１日
至 平成25年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成26年３月１日
至 平成26年11月30日）

減価償却費 527,471千円 534,121千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成25年３月１日　至　平成25年11月30日）

　配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月23日

定時株主総会
普通株式 186,729 10.00  平成25年２月28日  平成25年５月24日 利益剰余金

平成25年10月11日
取締役会

普通株式 168,055 9.00  平成25年８月31日  平成25年11月５日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成26年３月１日　至　平成26年11月30日）

　配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月27日

定時株主総会
普通株式 205,392 11.00  平成26年２月28日  平成26年５月28日 利益剰余金

平成26年10月10日
取締役会

普通株式 186,717 10.00  平成26年８月31日  平成26年11月５日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成25年３月１日　至　平成25年11月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位:千円)

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損
益計算書計上
額（注）２ 

業務用厨房機
器製造販売業

ベーカリー機
器製造販売業

ビル賃貸業 計

売上高       

外部顧客への売上高 30,057,395 1,566,891 442,445 32,066,731 － 32,066,731

セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ 29,284 － 29,284 △29,284 －

計 30,057,395 1,596,176 442,445 32,096,016 △29,284 32,066,731

セグメント利益又は損失

（△）
3,426,142 △11,796 287,490 3,701,835 △536,750 3,165,085

　（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△536,750千円には、セグメント間取引消去90,000千円および各報

告セグメントに配分していない全社費用△626,750千円が含まれております。なお、全社費用の主な内容につ

いては、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成26年３月１日　至　平成26年11月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位:千円)

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損
益計算書計上
額（注）２ 

業務用厨房機
器製造販売業

ベーカリー機
器製造販売業

ビル賃貸業 計

売上高       

外部顧客への売上高 31,781,892 1,559,894 443,432 33,785,219 － 33,785,219

セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ 58,367 － 58,367 △58,367 －

計 31,781,892 1,618,261 443,432 33,843,586 △58,367 33,785,219

セグメント利益又は損失

（△）
3,237,195 △14,839 292,882 3,515,238 △541,486 2,973,752

　（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△541,486千円には、セグメント間取引消去90,000千円および各報

告セグメントに配分していない全社費用△631,486千円が含まれております。なお、全社費用の主な内容につ

いては、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。
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（金融商品関係）

　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

（有価証券関係）

　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

（デリバティブ取引関係）

　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額および算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成25年３月１日
至　平成25年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成26年３月１日
至　平成26年11月30日）

１株当たり四半期純利益金額 103円57銭 99円62銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 1,933,902 1,860,012

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 1,933,902 1,860,012

普通株式の期中平均株式数（千株） 18,672 18,671

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

平成26年10月10日開催の取締役会において、中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　①中間配当による配当金の総額　　　　  　　　186,717千円

　②１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　10円00銭

　③支払請求の効力発生日および支払開始日　　　　　平成26年11月５日

　（注）平成26年８月31日現在の最終の株主名簿に記録された株主または登録質権者に対し、支払いを行いました。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社マルゼン(E02438)

四半期報告書

16/17



 
 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年１月９日

株式会社マルゼン

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任
社員
業務執行社員

 公認会計士 御子柴　顯　　印

 

 
指定有限責任
社員
業務執行社員

 公認会計士 酒井　博康　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社マルゼ

ンの平成26年３月１日から平成27年２月28日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成26年９月１日から平成

26年11月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年３月１日から平成26年11月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社マルゼン及び連結子会社の平成26年11月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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